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Ⅰ．平成２０年度 ２次補正予算の概要                
 

1.概要                                 
 

「安心実現のための緊急総合対策」（８月２９日）以後の新たな事態に対

応するため、新しい経済対策「生活対策」がとりまとめられたことを受け、国

民の安全・安心の確保や地方が底力を発揮できるよう、地域経済の活性化

や防災強化などを進めます。 

 

 

 

総額                      ４７７．９６億円 

 

   ◎歳出                 ２８６．７４億円 

直轄事業              １５４．２５億円 

補助事業             １３２．４９億円 

 

   ◎国庫債務負担行為（ｾﾞﾛ国債） １９１．２２億円 

直轄事業             １１７．３１億円 

補助事業              ７３．９１億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ゼロ国債」とは、国庫債務負担行為で本年度の歳出額がゼロのものをいう。 



平成平成２０２０年度年度２次２次補正予算補正予算 事業のポイントマップ事業のポイントマップ

一宮法務総合庁舎など２施設 耐震改修事業
【国 補正３.８億円】

今回の補正予算により一宮法
務総合庁舎（愛知県一宮市）など
２施設の耐震改修が、平成２１年
度に完成します。これにより大規
模地震等に対する安全性の向上
を図ります。

安心・安全な官庁施設整備を推進！安心・安全な官庁施設整備を推進！

菊川河川改修事業（高潮堤防の整備）
【国 補正３．７５億円】

今回の補正予算により高さが不
足していた菊川河口部の左岸高
潮堤防（静岡県掛川市）を完成さ
せます。これにより、台風等の高
波浪、発生が危惧されている東海
地震等による津波被害から、人命、
財産を防護します。

菊川左岸高潮堤防を完成菊川左岸高潮堤防を完成

菊川河口部

伊勢湾西南海岸 海岸保全施設整備事業
（堤防護岸の整備・耐震対策） 【国 補正５．０億円】

今回の補正予算により浜田工
区（三重県多気郡明和町）の堤
防護岸の整備、耐震対策の完
成が１年短縮します。これにより
本海岸の高潮等に対する安全
度の早期向上を図ります。

海岸海岸堤防堤防老朽化対策老朽化対策の完成を１年短縮の完成を１年短縮

海岸堤防老朽化状況

伊良湖港 伊良湖地区 観光交流拠点促進計画
【田原市 補正0.1億円】

今回の補正予算で親水空間
（愛知県田原市）の整備に早期事
業着手し、段階的に施設整備を
完成させていくことにより、港周
辺の交流人口の拡大、及び地域
の活性化を早期に図ります。

観光交流拠点(緑地)完成イメージ

“恋人の聖地”を活かした“恋人の聖地”を活かした
賑わいのある親水空間の整備に着手賑わいのある親水空間の整備に着手！！鳥羽港 佐田浜地区 旅客対応ターミナル

【三重県 補正5.0億円】
今回の補正予算により旅客ター
ミナル（三重県鳥羽市）が完成し
ます。これにより、安全で快適な
船舶航行が図られると共に、地
域住民や観光客にとって魅力あ
る親水空間を提供することができ
ます。

国際観光都市の海の玄関が完成国際観光都市の海の玄関が完成！！

防波堤

浮桟橋

旅客対応ターミナル
港整備交付金で整備

新規

完了

完了

国道２３号名豊道路 【国 補正２０．４３億円】

道路の安全・安心向上に向け防震災対策を推進道路の安全・安心向上に向け防震災対策を推進

今回の補正予算により、西

尾東IC～安城西尾IC間（愛知

県西尾市）の供用中の高架橋

の耐震補強を実施し、地震に

対する信頼性の向上を図ると

ともに、４車線化のための下部

工工事を実施し、緊急輸送道

路の機能強化を図ります。

国道４１号上呂歩道整備 【国 ゼロ国１．０億円】

安全・安心な歩行空間の確保を進めます安全・安心な歩行空間の確保を進めます

今回の補正予算により、歩道（岐阜

県下呂市）の整備工事に着手します。

歩行者がすれ違い可能となるよう、

歩道の拡幅を行い、安全・安心な歩

行空間の整備を図ります。

完了新規

道路橋の予防保全を推進道路橋の予防保全を推進

道路橋の長寿命化修繕計画策定のために実施する橋梁点検
に要する費用が補助対象に追加された「長寿命化修繕計画策
定事業費補助」に０．５８億円が配分され、地方公共団体による
長寿命化修繕計画の策定及び計画的な修繕・架替えの促進を
図ります。

い せ わんせいなんかいがん

い ら ご こう い ら ご

と ば こう さ だ はま

きく かわ

めいほう

じょうろいちのみや
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【補助事業】

【補助事業】

【みなと振興交付金】

※「ゼロ国債」とは、国庫債務負担行為で本年度の歳出額がゼロのものをいう。

【補助事業】

名古屋市公共下水道
下水道地震対策緊急整備事業（管路の耐震化）

【名古屋市 補正2.0億円】

下水道管路の耐震化を行いま
す。地震時において下水道が有
すべき最低限の機能（下水を集
め、流し、処理する）を確保すると
ともに、緊急輸送路の機能確保
による交通障害の防止を図りま
す。

下水道の防災対策を推進！下水道の防災対策を推進！

更生工法施工例（SPR工法）

CsUser0
タイプライターテキスト
＜供用中＞　＜計画＞

CsUser0
タイプライターテキスト

CsUser0
タイプライターテキスト
耐震補強

CsUser0
タイプライターテキスト

CsUser0
長方形

CsUser0
タイプライターテキスト
下部工に着手



３．平成２０年度中部地方整備局関係２次補正予算一覧表

ⅰ．平成２０年度２次補正予算配分に基づく中部地方整備局関係事業費

（単位：百万円）

当初等 １　次　補　正 ２　　次　　補　　正

歳出（Ｂ） 歳出（C） ゼロ国債

直轄 補助 計 直轄 補助 計 直轄 補助 計 直轄 補助 計

河 川 関 係 66,884 54,920 121,804 6,855 2,490 9,345 4,999 910 5,909 (4,643) (1,002) (5,645) 78,738 58,320 137,058

海 岸 関 係 4,071 8,630 12,701 150 542 692 650 300 950 (0) (0) (0) 4,871 9,472 14,343

道路整備関係 170,289 85,164 255,453 14,536 3,812 18,348 6,468 208 6,676 (6,070) (2,172) (8,242) 191,293 89,184 280,477

港 湾 関 係 23,517 7,952 31,469 735 950 1,685 1,952 757 2,709 (120) (650) (770) 26,204 9,659 35,863

住宅対策関係 42,161 42,161 27 27 2,247 2,247 (0) (0) 44,435 44,435

市街地整備関係 121,765 121,765 0 0 5,871 5,871 (0) (0) 127,636 127,636

道路環境整備関係 64,516 121,979 186,495 2,666 4,230 6,898 550 658 1,208 (898) (688) (1,586) 67,732 126,867 194,599

都市水環境関係 3,675 6,219 9,894 0 0 0 0 0 0 (0) (0) (0) 3,675 6,219 9,894

下 水 道 関 係 169,122 169,122 0 0 2,214 2,214 (2,419) (2,419) 171,336 171,336

公 園 関 係 3,252 16,069 19,321 0 0 0 90 84 174 (0) (460) (460) 3,342 16,153 19,495

官庁営繕関係 3,760 3,760 287 287 716 716 (0) (0) 4,763 4,763

合 計 339,963 633,981 973,944 25,229 12,051 37,282 15,425 13,249 28,674 (11,731) (7,391) (19,122) 380,617 659,281 1,039,898

そ の 他 300 300 300 300

総 計 339,963 633,981 973,944 25,529 12,051 37,582 15,425 13,249 28,674 (11,731) (7,391) (19,122) 380,917 659,281 1,040,198

注　１）その他は、災害復旧事業費。
　　２）道路整備関係、道路環境整備関係には、都市・住宅関係事業の街路事業、道路環境整備の事業費を含む。
　　３）住宅対策関係には、河川関係事業の住宅関連特定治水の事業費を含む。
　　４）都市水環境関係は、河川関係事業の都市水環境事業と都市・住宅関係事業の都市水環境事業を合わせたもの。
　　５）港湾空港関係事業費には起債事業費を含まない。
　　６）中部地方整備局における補助事業の対象は、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県である。
　　７）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。
 　　　８）「ゼロ国債」とは、国庫債務負担行為で本年度の歳出額がゼロのものをいう。
 　　　９）「当初等」とは、当初（５／１３時点）から追加のあった額を含んでいる。

直轄 補助 計

合　　　計
（Ａ＋Ｂ＋C）
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ⅱ．　一括配分予算関係

【直轄事業費】 （単位:百万円）

生活対策 ゼロ国債 計 生活対策 ゼロ国債 計 生活対策 ゼロ国債 計

(a) (b) (c=a+b) (d) (e) (f=d+e) (a+d) (b+e) (c+f)

治　　水 4,999 4,618 9,617 0 25 25 4,999 4,643 9,642

海　　岸 650 0 650 0 0 0 650 0 650

道路整備 6,318 5,100 11,418 150 970 1,120 6,468 6,070 12,538

港　　湾 1,952 120 2,072 0 0 0 1,952 120 2,072

道路環境整備 550 640 1,190 0 258 258 550 898 1,448

都市水環境 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公　　園 90 0 90 0 0 0 90 0 90

官庁営繕 0 0 0 716 0 716 716 0 716

合　　計 14,559 10,478 25,037 866 1,253 2,119 15,425 11,731 27,156

【補助事業費】 （単位:百万円）

生活対策 ゼロ国債 計 生活対策 ゼロ国債 計 生活対策 ゼロ国債 計

(a) (b) (c=a+b) (d) (e) (f=d+e) (a+d) (b+e) (c+f)

治　　水 90 516 606 820 486 1,306 910 1,002 1,912

海　　岸 200 0 200 100 0 100 300 0 300

道路整備 150 1,722 1,872 58 450 508 208 2,172 2,380

港　　湾 180 650 830 577 0 577 757 650 1,407

住宅対策 0 0 0 2,247 0 2,247 2,247 0 2,247

市街地整備 348 0 348 5,523 0 5,523 5,871 0 5,871

道路環境整備 508 678 1,186 150 10 160 658 688 1,346

都市水環境 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 2,214 1,924 4,138 0 495 495 2,214 2,419 4,633

公　　園 0 460 460 84 0 84 84 460 544

合　　計 3,690 5,950 9,640 9,559 1,441 11,000 13,249 7,391 20,640

【補助事業費　県別内訳】 （単位:百万円）

本省配分
一括配分
(整備局配分)

計 本省配分
一括配分
(整備局配分)

計 本省配分
一括配分
(整備局配分)

計

(a) (b) (c=a+b) (d) (e) (f=d+e) (a+d) (b+e) (c+f)

岐 阜 県 0 1,624 1,624 428 580 1,008 428 2,204 2,632

静 岡 県 1,400 3,099 4,499 3,622 395 4,017 5,022 3,494 8,516

愛 知 県 1,600 2,787 4,387 1,900 466 2,366 3,500 3,253 6,753

三 重 県 690 2,049 2,739 0 0 0 690 2,049 2,739

合　　計 3,690 9,559 13,249 5,950 1,441 7,391 9,640 11,000 20,640

注）「ゼロ国債」とは、国庫債務負担行為で本年度の歳出額がゼロのものをいう。

注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

ゼロ国債

　「公共事業予算の一括配分制度」に基づく、平成２０年度第２次補正予算一括配分額（事業費）は、下記のとおりで
す。

生活対策 合　　計

一括配分
（整備局配分）

一括配分
（整備局配分）

合　　計

合　　計本省配分

本省配分
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【建政部】

　本公園の１拠点であるカルチャービレッジに防災ト
イレを２棟整備します。

　本拠点は、地域の一時避難場所に指定されており、
災害時は約２，０００人の周辺住民が避難することが
可能です。そこで、防災用トイレを早急に整備するこ
とにより、避難地としての機能を早期発現させ、災害
時の安全確保を行います。

三重県桑名市
く わ な

長島
ながしま

町

　事業箇所

約822億円

国

昭和55年度～

　全体事業費

　本公園は、東海地方の広域的レクリエーション需要
に対応するため、木曽三川（木曽川、長良川、揖斐
川）が有する広大なオープンスペースを活用して設置
されたイ号国営公園です。昭和５５年度から事業着手
し、昭和６２年１０月に木曽三川公園センターを一部
供用開始して以来、平成２０年１０月には開園２１周
年を迎えます。平成２０年度末までに、計画面積約
９，２６２ｈａ、都市計画決定面積約６，１１８ｈａ
のうち、約２３９．１ｈａを供用しており、年間入園
者は約８９０万人（Ｈ１９年度実績）となっていま
す

　事業期間

都市公園の防災機能の向上

～国営
こ く え い

木曽三川
き そ さ ん せ ん

公園
こ う え ん

(カルチャービレッジ)～

　事業主体

事業費：０．９億円　（補正予算）

：既開園区
域

カルチャービレッジ防災トイレ棟整備
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【建政部】

　下水管の耐震化工事を行います。
　　　管　径 ： ２，３００ｍｍ
　　　延　長 ： 約０．３ｋｍ

　緊急輸送路下にある下水管の耐震化を早急に進めること
により、被災時の交通障害を防止し、緊急輸送路の機能を
確保します。

愛知県名古屋市西区秩父通地内
あ い ち け ん な ご や し に し く ち ち ぶ ど お り ち な い

　事業箇所

約６６億円

名古屋市

平成１９年度～２３年度

　全体事業費

【下水道地震対策緊急整備事業】
　地震時において下水道が有すべき機能確保の必要性や緊
急性から、防災上特に重要とされる管路等や、緊急的に耐
震性の向上を図るべき施設について、耐震補強等の耐震性
の向上を図り、下水を集め、流し、処理するという基本的
な機能を確保します。またトイレ機能の確保を図ります。
　　管路施設　耐震化：３４ｋｍ
　　　　　　　可とう性継ぎ手：６１４箇所 等

　事業期間

下水道の防災対策を推進！

～名古屋市
な ご や し

公共
こ う き ょ う

下水道
げ す い ど う

～

　事業主体

事業費：２．０億円　（補正予算）

名古屋城

上名古屋幹線管路

φ2300mm、L=約300m

凡例

　　　　緊急輸送路

　　　　　　地下鉄

地下鉄浄心
駅
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【建政部】

防災・震災に強い市街地整備を行います

～小牧南
こ ま き み な み

土地区画整理事業～

　事業主体

事業費：０．４億円　（補正予算）

小牧市

平成６年度～３１年度

　全体事業費

　本地区（94.0ha）は、名古屋市と小牧市を結ぶ名鉄小牧
線が南北に縦貫しており、本市南の玄関口として、良好な
市街地の形成を目指す重要な地区です。
　当該箇所は、小牧市地域防災計画の避難所・避難場所と
して指定され、平成21年4月4日OPENの南部コミュニティセ
ンターへのアクセス道路として地域の防災活動の円滑化に
寄与することから早期に整備を行う必要があります。

　事業期間

・(都）外山中央線の未整備区間の移転補償を行いま
す。
・(都)外山中央線の未整備区間の道路築造工事L=６０
ｍを行います。

・今回の補正予算で、次年度に予定していた都市計画道路
外山中央線の未整備区間の移転補償を進捗させます。
・今回の補正予算で、道路築造工事を１年前倒しでき、小
牧市地域防災計画の避難所・避難場所として指定され、平
成21年4月4日OPENの南部コミュニティセンターの開設に併
せて整備することができ災害時の避難施設への道路交通の
安全が確保されます。

愛知県小牧市
こ ま き し

大字
おおあざ

北
きた

外山
と や ま

地
ち

内
ない

外
ほか

　事業箇所

約３１５億円

当該地区

(

都

)

名
古
屋
犬
山
線

(都)一宮春日井線

(

都

)

外
山
中
央
線

(都)北外山掛割線

工事箇所

移転補償物件箇所

南部コミュニティ
センター

災害時の避難所

1 2

①

②
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【建政部】

駅周辺の交通安全の確保、利便性・快適性の向上を図ります

～都市計画道路
と し け い か く ど う ろ

　田原駅南線
た は ら え き み な み せ ん

（田原駅地区
た は ら え き ち く

）～

　事業主体

事業費：１．０億円　（補正予算）

田原市

平成１７年度～２１年度

　全体事業費

　田原市の玄関口である豊橋鉄道三河田原駅周辺地区は、
田原市の顔となるべき地区です。
　しかし、駅へ接続する周辺道路は幅員が狭く、また既存
の駅前広場も十分な広さではないため、バスや一般車両と
歩行者が錯綜し、非常に危険な状態となっています。
　本事業により、駅周辺の道路交通の安全を確保するとと
もに、利便性・快適性の向上を図り、中心市街地の活性化
や、賑わいの拠点としての核を形成します。

　事業期間

　用地買収を行います。

　今回の補正予算の充当により、用地買収の一層の推
進を図ることで、早期の供用が可能となり、早期に道
路交通の安全が確保されます。

愛知県
あいちけん

田原市
た は ら し

田原町
たはらちょう

萱町
かやまち

　　　　　　　　　～田原市
た は ら し

赤石
あかいし

　事業箇所

約３８億円

 

三河田原駅 

豊橋鉄道渥美線 

（主）田原赤羽根線 

汐
川 

清谷川 

（一）六連三河田原停車場線 

国道２５９号 

福祉ｾﾝﾀｰ 

田
原
駅
前
通
り
線 

L=330m
 

田
原
駅
南
線 

L=260m
 

田原駅前広場 
A=6,600m2 

Ｎ 

補正予算充

当箇所 
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

完了

菊川左岸高潮堤防を完成させます

～菊川
き く か わ

河川改修事業（同所
ど う し ょ

地先）～

　事業主体

事業費：３．７５億円　（補正予算）

国

平成２０年度

　全体事業費

　本地区は、高潮堤防の高さが十分ではなく、台風等
の高波浪で甚大な浸水被害が発生する可能性がありま
す。加えて、発生が危惧されている東海地震が発生し
た場合、津波による壊滅的な被害を被る恐れがありま
す。
　高潮等による被害から人命、財産を防護するため、
高潮堤防の整備を進めます。

　事業期間

　菊川左岸の高潮堤防の整備を行います。

　今回の補正予算により、菊川左岸の高潮堤防の整備
を行い、左岸高潮堤防を完成させ、治水安全度の早期
向上を図ります。

静岡県掛川市
かけがわし

　事業箇所

３．７５億円

菊川

国道150号 二次補正
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

事業効果早期発現を図ります

～ 横山
よ こ や ま

ダム再開発
さ い か い は つ

事業
じ ぎ ょ う

 ～

　事業主体

事業費：１．５億円　（ゼロ国債）

国

平成２年度～２２年度

　全体事業費

　横山ダム再開発事業は、貯水池内の堆積土砂掘削等
を行い、洪水調節機能の強化を図るものです。

　事業期間

　本工事では、洪水調節効果の早期発現のため、堆積
土砂約５万m3の掘削を行います。

　本工事はゼロ国債を活用することにより、土砂掘削
工事を洪水期までに完了させ、洪水調節機能の強化が
図られ、一層の洪水調節効果を発現させることができ
ます。

岐阜県
ぎ ふ け ん

揖斐郡
い び ぐ ん

揖斐川
い び が わ

町
ちょう

　事業箇所

約３６０億円

天狗山

矢中谷

東杉原
親谷

鶴見

川尻

横山ダム

坂本

303

坂内村 旧久瀬村

旧藤橋村

◇貯水池平面図

◇平成14年7月　台風6号による出水状況

◇昭和50年8月　台風6号による出水状況

H20年度まで

H20年度ゼロ国債

H21年度以降

凡 例
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

土石流から下流の人家を守ります

～寺
て ら

沢
さ わ

第１
だ い い ち

砂防
さ ぼ う

堰堤
え ん て い

　直轄砂防事業～

　事業主体

事業費：１．１億円　（ゼロ国債）

国

平成１９年度～２１年度

　全体事業費

　寺沢は土石流危険渓流であり、流域内には多くの不
安定土砂が堆積しています。また、保全対象には保育
所・中学校及び１６２戸の人家が存在しています。本
事業において、土石流対策として砂防堰堤の整備を実
施します。

　事業期間

　堰堤本体工を実施します。

　今回の補正予算により、平成２１年度の事業完了に
向け事業を進め、土砂流出抑制効果を早期に発揮し、
土砂災害に対する安全性の向上を図ります。

長野県木曽郡
き そ ぐ ん

大桑村
おおくわむら

　事業箇所

約４億円

寺沢第１砂防堰堤

ＪＲ大桑駅

中学校

中部保育所

公民館中分館

保全対象
・重要交通網
・災害時要援護者施設
・重要施設

木曽川
ＪＲ中央本線

国道１９号

寺沢第１砂防堰堤

ＪＲ大桑駅

中学校

中部保育所

公民館中分館

保全対象
・重要交通網
・災害時要援護者施設
・重要施設

木曽川
ＪＲ中央本線

国道１９号

大桑村立中部保育園

ＪＲ大桑駅

倒木等河道状況
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

平成２０年８月末豪雨浸水被害の早期軽減を図ります

～矢作川
や は ぎ が わ

水系占部川
う ら べ が わ

　都市基盤河川改修事業～

　事業主体

事業費：５．７億円　（補正予算）

岡崎市

平成６２年度～平成２９年度

　全体事業費

  占部川流域は、平成１２年の東海豪雨において大き
な浸水被害を受けたことから、下流遊水地の整備を実
施しています。平成２０年８月末豪雨においても再び
大きな浸水被害を受けました。浸水被害の早期解消を
図るよう河川改修を実施します。

　事業期間

　遊水地整備を実施します。

　今回の補正予算により、平成２０年８月末豪雨被害
の早期被害軽減を図ります。

愛知県岡崎市
おかざきし

　事業箇所

約１４６億円

上流遊水地
整備済

占部川（岡崎市）
都市基盤整備事業
　　　　　　L=5.0km

広田川

占部川

下流遊水地
整備中

H20当初

遊水地用地補償

H20  1次補正

遊水地用地補償

凡例

H20.8末豪雨浸水範囲

3k340
針崎ポンプ

H20  2次補正

遊水地用地補償

H20  1次補正

築堤護岸

H20当初

橋梁改築

JR東海道本線

占部川

平成20年8月末豪雨時
浸水状況

推進費・調整

凡　例

H19まで

H20当初

H20補正

H21以降
砂川
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　２号堰堤の前庭保護工を実施します。

　今回の補正予算により、当該箇所が概成します。

三重県いなべ市大安町
だいあんちょう

　事業箇所

約２８０億円

三重県

平成１７年度～２０年度

　全体事業費

　鈴鹿国定公園内にある宇賀川支川周辺は、渓谷美が
豊かな多数の滝や、宇賀渓・北谷キャンプ場などが存
在し、年間約２万人の観光客が訪れます。
　一方、当渓流は、平成２０年９月の集中豪雨による
山腹の崩壊や渓岸の侵食が著しく、次期出水でこれら
の不安定土砂の流出が懸念されることから、事業中の
砂防堰堤の早期整備を図るものです。

　事業期間

近年大きな災害を受けた地域における治水事業の重点実施

～員弁
い な べ

川
が わ

水系
す い け い

宇賀
う が

川
か わ

支
し

川
せ ん

　通常砂防事業～

　事業主体

事業費：０．４億円　（補正予算）

流域図

宇賀渓【観光名所】

至 滋賀県

至 市内

国道４２１号（アクセス道）

東海自然歩道

宇賀渓キャンプ場

北谷キャンプ場

観光案内所

１号堰堤

３号堰堤

H20補正 ２号堰堤工 前庭保護工水晶キャンプ場

流域図

宇賀渓【観光名所】

至 滋賀県

至 市内

国道４２１号（アクセス道）

東海自然歩道

宇賀渓キャンプ場

北谷キャンプ場

観光案内所

１号堰堤

３号堰堤

H20補正 ２号堰堤工 前庭保護工水晶キャンプ場

捕捉前（Ｈ１９．７月）

捕捉後【平成２０年９月６日 撮影】

１号堰堤（H18概成）

捕捉前（Ｈ１９．７月）

捕捉後【平成２０年９月６日 撮影】

１号堰堤（H18概成）
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　高山
たかやま

IC付近における改良工事を実施します。

　今回の補正予算により、高山ＩＣ付近における改良
工事を推進し、早期供用に向けた整備を図ります。

起点
き て ん

：岐阜
ぎ ふ

県高山
たかやま

市冬頭町
ふゆとうまち

終点
しゅうてん

：岐阜
ぎ ふ

県高山
たかやま

市国府町
こくふちょう

金桶
かねおけ

　事業箇所

約３８０億円（完成）

国

平成５年度～

　全体事業費

　国道４１号高山国府
た か や ま こ く ふ

バイパスは、岐阜
ぎ ふ

県飛騨
ひ だ

地域の

中心都市である高山
たかやま

市とその周辺地域との連携強化、

現道４１号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保を図

るとともに、中部縦貫
ちゅうぶじゅうかん

自動車道高山清見
た か や ま き よ み

道路（高山
たかやま

Ｉ

Ｃ）のアクセス道路として機能する岐阜
ぎ ふ

県高山
たかやま

市冬頭
ふゆとう

町
まち

から高山
たかやま

市国府町
こ く ふ ち ょ う

金桶
かねおけ

に至る延長６．３ｋｍの幹線

道路です。

　事業期間

早期整備に向け改良工事を推進

～高山
た か や ま

国府
こ く ふ

バイパス～

　事業主体

事業費：３．０億円　（ゼロ国債）

高山国府バイパス

岐阜県

至
高
山
西
IC
←

高山IC
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

地域高規格道路の整備促進

～静岡
し ず お か

東西
と う ざ い

道路
ど う ろ

　静清
せ い し ん

バイパス～

　事業主体

事業費：０．６５億円　（補正予算）
３．００億円　（ゼロ国債）

国

昭和４３年度～

　全体事業費

　国道１号静清
せいしん

バイパスは、地域高規格道路「静岡東
しずおかとう

西
ざい

道路」の一部を構成し、静岡
しずおか

市の環状道路の一部と

して、交通混雑の緩和、交通安全の確保、静清都市圏

の発展の支援等を目的に計画された静岡
しずおか

市清水
し み ず

区興津
おきつあ

東町
ずまちょう

から静岡
しずおか

市駿河
す る が

区丸子二軒家
ま り こ に け ん や

に至る延長24.2kmの

幹線道路です。

　事業期間

昭府
し ょ う ぶ

・賤機
しずはた

地区の改良工事の実施
じ っ し

します。

今回の補正予算の充当により、昭府
し ょ う ぶ

・賤機
しずはた

地区の改良

工事を推進し、唐瀬
か ら せ

ＩＣ～羽鳥
は と り

ＩＣ間の４車線化の早

期整備を図ることで、静清
せいしん

都市圏の交通混雑の緩和、

交通安全の確保等の早期実現を図ります。

起点
き て ん

：静岡
しずおか

県静岡
しずおか

市清水
し み ず

区興津東町
おきつあずまちょう

終点
しゅうてん

：静岡
しずおか

市駿河
す る が

区
く

丸子
ま り こ

二軒家
に け ん や

　事業箇所

約２，６００億円（完成）

-15-



１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

道路の安全・安心向上に向け防震災対策を推進

～国道23号　名豊
め い ほ う

道路～

　事業主体

　事業費：２０．４３億円　（補正予算）

国

昭和４７年度～

　国道２３号名豊
めいほう

道路は、名古屋
な ご や

市と豊橋
とよはし

市を結ぶ知
ちりゅ

立
う

バイパス、岡崎
おかざき

バイパス、蒲郡
がまごおり

バイパス、豊橋
とよはし

バイ

パス、豊橋
とよはし

東
ひがし

バイパスの５つのバイパスで構成され

た、国道１号及び２３号の交通混雑の緩和と、通過交

通の円滑化を目的に計画された延長７２．７kmの道路

です。

　事業期間

　全体事業費

　岡崎
おかざき

バイパスの西尾
に し お

東
ひがし

ICから安城
あんじょう

西尾IC間（愛知県
あ い ち け ん

西尾市
に し お し

）のⅠ期線の橋梁下部工耐震補強、Ⅱ期線の4

車線化等を実施します。

今回の補正予算により、西尾
に し お

東
ひがし

IC～和泉IC間の供用中

の高架橋の耐震補強を実施し、地震に対する信頼性の

向上を図るとともに、４車線化のための下部工工事を

実施し、緊急輸送道路の機能強化を図ります。

起点
きて ん

：愛知
あ い ち

県豊橋
とよはし

市東細谷
ひがしほそや

町
ちょう

終点
しゅうてん

：愛知
あ い ち

県豊明
とよあけ

市阿野町
あのちょう

　事業箇所

約４，７００億円（完成）

至　中原IC

至　幸田須美IC

（西尾東ICから終点側を望む）
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

防災・医療など地域住民の安心・安全を守る「命の道」の整備推進

～熊野尾鷲
く ま の お わ せ

道路～

　事業主体

事業費：４．０億円　（補正予算）
５．０億円　（ゼロ国債）

国

平成８年度～

　全体事業費

　国道４２号熊野尾鷲
く ま の お わ せ

道路は、近畿自動車道紀勢
き せ い

線と

一体となって、三重県尾鷲
お わ せ

・熊野
く ま の

地域への高速交通

サービスの提供による交流・連携、並びに現道４２号

の雨量規制区間の解消を目的に計画された三重県尾鷲
お わ せ

市南浦
みなみうら

から熊野
く ま の

市大泊町
おおどまりちょう

に至る延長18.6kmの一般国道

の自動車専用道路です。

　事業期間

　新鹿
あたしか

地区（三重県
み え け ん

熊野市
く ま の し

）の改良工事を実施
じ っ し

しま

す。

今回の補正予算の充当により、新鹿
あたしか

地区の改良工事を

推進し、新鹿
あたしか

IC(仮称)から大泊
おおどまり

IC(仮称)の早期整備に

より、災害時の緊急輸送道路の早期確保及び通勤・通

学、医療などの日常生活圏域を拡大させる高速交通

ネットワークの早期整備を図ります。

起点
き て ん

：三重
み え

県尾鷲
おわせ

市南浦
みなみうら

終点
しゅうてん

：三重
み え

県熊野
く ま の

市大泊町
おおどまりちょう

　事業箇所

約１，４００億円（完成）

311

309

311

311

425

42
42

熊野尾鷲道路　L＝18.6km

至上富田

至松原

大泊

至奈良

県道通行不能
区間

42号
通行規制区間
L＝5.5km

至新宮

七里御浜CCZ

くま の おわ せ

熊野市

尾鷲市

紀北町

至御坊

至松阪

至多気

重要港湾
尾鷲湾

新鹿

三水里
海水浴場

42号通行規制区間　L=12.9km

三
重
県
熊
野
市

大
泊
町

終

く
ま
の

三
重
県
尾
鷲
市
南
浦

起

お
わ
せ
み
な
み
う
ら

お
お
ど
ま
り
ち
ょ
う

主

七
色
峡
線

大
泊
I.C

新
鹿
I.C

主

賀
田
港
中
山
線

三
木
里
I.C

賀
田
I.C

尾
鷲
南
I.C

JR紀勢本線

海水浴場

一
新
鹿
佐
渡
線

Ｔ '05=15,527台/日

Ｔ '05=6,575台/日

Ｔ '05=6,575台/日

()
ﾄﾝﾈﾙ矢ノ川    

三重県

L =5.0kmL =13.6km

Ｋ =0.91

Ｋ =0.85

Ｋ =0.44

Ｔ '05=8,115台/日

至
　
大
泊

至
　

尾
鷲
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果 岐阜県

　　

【道路部】

国

平成２０、２１年度

 国道４１号は、愛知県
あ い ち け ん

名古屋
な ご や

市を起点とし、富山
と や ま

県

富山
と や ま

市に至る延長約２５０ｋｍの中部・北陸
ち ゅ う ぶ ・ ほ く り く

地方を結

ぶ主要幹線道路です。

 飛泉橋
ひ せ ん ば し

は、平成１６年度に実施した橋梁点検の結

果、主桁の腐食・損傷が進行していることが明らかに

なりました。このため、早急に保全対策を実施し、橋

梁の長寿命化を図るとともに道路ネットワークの安全

性・信頼性の向上を早期に図るものです。

　事業期間

　全体事業費

　事業箇所

既存ストックの有効活用　道路構造物保全対策を推進

～国道
こ く ど う

４１号
ご う

　飛
ひ

泉
せ ん

橋
ば し

　橋梁
きょうりょう

補修
ほ し ゅ う

事業
じ ぎ ょ う

～

　事業主体

事業費：１．８億円　（ゼロ国）

橋梁補修、塗装等の橋梁保全対策を実施します。

　早期に橋梁補修、塗装等の保全対策を実施し、飛泉
橋の長寿命化及び道路ネットワークの安全性・信頼性
の向上を早期に図るものです。

約１．８億円

　岐阜県
ぎ ふ け ん

加茂郡
か も ぐ ん

白川
しらかわ

町
ちょう

施工箇所
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　「北伸工区」の起点側約１．５ｋｍの改良工事を行
います。

補正予算（ゼロ国債）の充当により、平成２１年度内
の「北伸工区（Ｌ＝４．０ｋｍ）」完成に向け改良工
事を実施し、事業推進を図ります。

静岡県牧之
　　まきのはらし

原市東萩
ひがしはぎま

間　～

　　　　　　　　　同県同市大沢
おおさわ

　事業箇所

約６０億円

静岡県

平成１９年度～２０年代半ば

　全体事業費

　金谷
か な や

御前崎
お ま え ざ き

連絡道路は、第二東名高速道路から国道１

号、富士山静岡空港、東名高速道路を結び、重要港湾御前
お ま え ざ

崎
き

港に至る延長約３０ｋｍの地域高規格道路です。

　このうち、相良
さ が ら

バイパスは、金谷
か な や

御前崎
お ま え ざ き

連絡道路の一部

となる牧
　まきのはら

之原市東
　ひがしはぎま

萩間から同市大沢
お お さ わ

に至る延長５．５ｋｍ

のバイパス事業です。

　事業期間

地域高規格道路の整備促進

～国道
こ く ど う

４７３号
ご う

　相良
さ が ら

バイパス～

　事業主体

事業費：１３．０億円　（ゼロ国債）

相良バイパス

静岡県

相良バイパス　L=5.5km
ま
き
の
は
ら
し

　
ひ
が
し
は
ぎ
ま

牧
之
原
市
東
萩
間

牧
之
原
市
大
沢

ま
き
の
は
ら
し

　
お
お
さ
わ

（起）

（終）

至　静岡市

至 島田市

至　浜松市

T’05=5,197台/日

菊川市

牧之原市

473

473

至
 

御
前
崎
市

150

東
名
高
速
道
路

東萩間ＩＣ

萩間川

(一)浜岡菊川線

(一)菊川榛原線

(一)大東菊川線

(一)菊川榛原線

至　静岡市

(主)相良大須賀線

菅ヶ谷川

駿
河
湾

牧之原市役所
相良庁舎

白井工業団地

相良牧之原ＩＣ

北伸工区　L=4.0km

スズキ㈱
相良工場

南伸工区
L=1.5km

牧之原SA

菅山ＩＣ 大沢ＩＣ

牧
之
原
市
菅
ヶ
谷

牧
之
原
市
西
萩
間金谷相良道路工区

南
遠
道
路
工
区

T’05=3,354台/日
T’05=8,648台/日

T’05=4,147台/日

西萩間ＩＣ

主要渋滞ポイント
菅山入口交差点

H19暫定供用
473

至 富士山静岡空港

至
 

御
前
崎
港

H20工事推進

１

号

高

架

橋

２

号

高

架

橋

３

号

高

架

橋

０国充当箇所 L=1,500m

相良バイパス
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

　航路(水深16m)の浚渫を実施します。

　今回の補正予算により、航路（水深16ｍ）の拡幅を
推進し、コンテナ船の大型化への対応および震災時に
おける海上輸送ルートを確保します。

愛知県
あ い ち け ん

海部郡
あ ま ぐ ん

飛島
と び し ま

村
むら

　事業箇所

約５３３億円

国

平成１４年度～２４年度

　全体事業費

　伊勢湾における基幹航路ネットワークを維持拡大
し、中部地方におけるものづくり産業の国際競争力の
強化を図るため、名古屋港飛島ふ頭南地区において、
次世代高規格コンテナターミナルを整備します。
　併せて、コンテナ船の大型化に対応するため、東航
路の拡幅・増深を行います。

　事業期間

名古屋港におけるコンテナ船の航行安全を確保

～スーパー中枢
ち ゅ う す う

港湾
こ う わ ん

(名古屋港
な ご や こ う

)の整備
せ い び

推進
す い し ん

～

　事業主体

事業費：７．５億円　（補正予算）

2B：H20.12暫定供用

飛島ふ頭南地区国際海上コンテナターミナル

1B：H17.12供用

航路(水深16m)
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

　

【港湾空港部】

駿河湾地域におけるものづくり産業の国際競争力を強化

～清水
し み ず

港
こ う

 新
し ん

興津
お き つ

地区
ち く

 国際海上
こくさいかいじょう

コンテナターミナル(水深
すいしん

15m)整備
せ い び

事業
じ ぎ ょ う

～

　事業主体

事業費：１．１億円　（補正予算）
１．２億円　（ゼロ国債）

国

平成２０年度～２７年度

　全体事業費

　現在、大型コンテナ船に対応する岸壁の不足から潮
待ち等の非効率な荷役・輸送を強いられている清水港
において､新たに国際海上コンテナターミナルを整備
するとともに､大規模地震への備えとして耐震強化を
図ります。

　事業期間

　岸壁(水深15m)(耐震)(第２バース)の裏込工、防波
堤のケーソン製作を実施します。

　今回の補正予算により、効率的な事業進捗が図れ、
清水港のコンテナ取扱能力の向上による地域産業の国
際競争力の強化の早期効果発現を目指します。

静岡市清水区
し ず お か し し み ず く

　事業箇所

約２２１億円

防波堤

岸壁(水深15m)(耐震)(第２ﾊﾞｰｽ)

-22-



１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

知多・西三河地域における大規模災害への対応力強化を図ります！

～衣浦港
き ぬ う ら こ う

 中央ふ頭西
ち ゅ う お う ふ と う に し

・武豊北ふ頭
た け と よ き た ふ と う

地区 大規模地震対策の促進～

　事業主体

事業費：４．０億円　（ゼロ国債）

愛知県

平成１６年度～２３年度

　全体事業費

　「東海地震防災対策強化地域」及び「東南海・南海
地震防災対策推進地域」に指定されるなど、背後地域
への緊急物資等の輸送ルートの確保が喫緊の課題と
なっている衣浦港中央ふ頭西地区及び武豊北ふ頭地区
において、大規模地震に対応した既存岸壁の耐震改良
及び臨港道路の整備を実施しています。

　事業期間

　岸壁(水深10m)(改良)(耐震)の基礎捨石工、臨港道
路(武豊線)の橋梁上部工(床版工)を実施します。

　今回の補正予算により、効率的な事業進捗が図れ、
大規模地震発生時における緊急物資海上輸送ルートの
確保による地域住民の安全・安心な生活の支援および
港湾機能の再編による物流効率化の早期効果発現を目
指します。

愛知県半田市
あ い ち け ん は ん だ し

～武豊町
たけとよちょう

　事業箇所

約７６億円

■衣浦港中央ふ頭西・武豊北ふ頭地区　大規模地震対策の促進

臨港道路（武豊線）

武豊北ふ頭地区

中央ふ頭西地区

岸壁(水深10m)(改良)(耐震)
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

　情報提供施設の整備、及び植栽に着手します。

　今回の補正予算で早期に事業着手し、段階的に施設
整備を完了させていくことにより、港周辺の交流人口
の拡大、及び地域の活性化を早期に発現させることが
できます。

愛知県
あ い ち け ん

田原市
た は ら し

　事業箇所

約５．２億円

田原市、愛知県

平成２０年度～２５年度

　全体事業費

　伊良湖港伊良湖地区において、海洋レクリェーショ
ンを通じた観光交流の促進、及び周辺観光施設等との
ネットワークの強化による地域の振興を図るため、浮
桟橋の整備や緑地・臨港道路の高質化改良を実施しま
す。
　また、魅力ある親水空間の形成を促進し、来訪者拡
大を図るための提案事業(情報提供施設・植栽)を一体
的に実施します。

　事業期間

新規

”恋人の聖地”を活かした賑わいのある親水空間を創出します

～ 伊良湖
い ら ご

港
こ う

 伊良湖
い ら ご

地区
ち く

 観光
か ん こ う

交流
こ う り ゅ う

拠点
き ょ て ん

促進
そ く し ん

計画
け い か く

 ～

　事業主体

事業費：０．１億円　（補正予算）

伊良湖港

恋路ヶ浜伊良湖岬

観光施設等との連携、
回遊性の強化

海水浴場

日出の石門

恋人の聖地

恋人の聖地

神島

伊良湖港伊良湖港

恋路ヶ浜恋路ヶ浜伊良湖岬伊良湖岬

観光施設等との連携、
回遊性の強化

海水浴場海水浴場

日出の石門日出の石門

恋人の聖地

恋人の聖地

神島神島

■整備イメージ（情報提供施設・植栽）

■伊良湖港 観光交流ネットワークのイメージ

■観光交流拠点(緑地)完成イメージ

■恋路ヶ浜（恋人の聖地）

-24-



１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

　今回の補正予算により完成します。これにより、安
全で快適な船舶航行が図られると共に、地域住民や観
光客にとって魅力ある親水空間を提供することができ
ます。

三重県
み え け ん

鳥羽市
と ば し

　事業箇所

約９２億円
　防波堤ケーソン製作・据付、浮桟橋製作・設置を実
施します。

完了

国際観光都市の海の玄関が完成します

～ 鳥羽港
と ば こ う

 佐田浜
さ だ は ま

地区
ち く

 旅客
り ょ き ゃ く

対応
た い お う

ターミナルの整備
せ い び

 ～

　事業主体

事業費：５．０億円　（補正予算）

　現在の佐田浜地区の小型船だまりは、狭いスペース
に離島定期船や大型・小型観光船、遊漁船が40隻程度
利用していることから、船舶の輻輳が生じると共に、
入出港が非効率な状態となっています。
　旅客対応ターミナル整備事業は、新たな小型船だま
りを整備することで船舶の輻輳を解消し航行安全の確
保を図ると共に、旅客施設の利便性と快適性の向上を
図り、鳥羽市の海の玄関口にふさわしい港の整備を進
めるものです。

三重県

平成６年度～２０年度

　全体事業費

　事業期間

■ターミナル完成イメージ

■鳥羽港 佐田浜地区 旅客対応ターミナル

防波堤

浮桟橋

港整備交付金で整備
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

高潮から市街地を守る護岸補強の整備の促進

四日市
よ っ か い ち

港
こ う

海岸富田
と み だ

地区　護岸補強

　事業主体

事業費：１．７億円　（補正予算）

四日市港管理組合

平成１５年度～２５年度

　全体事業費

　富田港地区については、周辺市街地が平成12年度の
東海豪雨により甚大な浸水被害を受けたため、平成13
～14年度に排水機場及び樋門の改良を行いました。ま
た、既設護岸は築造後40年以上が経過しており老朽化
対策が必要なため、護岸（補強）の整備を促進しま
す。

　事業期間

　護岸補強を実施します。

　補正予算を活用して、護岸の耐震化や改良を促進す
ることにより、津波や高潮などの自然災害に対する防
護機能を早期に発現することが出来ます。

三重県四日市市
よ っかい ち し

　事業箇所

約２３億円

【荒天時の波浪状況】

撮影：2005年4月

護岸（補強）

-26-



１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　浜田工区の海岸堤防の老朽化対策として堤防護岸の
整備、耐震対策を実施します。

　今回の補正予算により、堤防護岸の整備、耐震対策
を実施し、高潮等に対する安全度の早期向上を図りま
す。これにより、浜田工区の完成を1年短縮します。

三重県多気郡
た き ぐ ん

明和町
めいわちょう

　事業箇所

約５９億円

国

平成４年度～

　全体事業費

　伊勢湾西南海岸の海岸堤防は築造後５０年が経過
し、堤防内の空洞化、コンクリート劣化等の老朽化が
著しい状況です。高潮等により破堤等の重大災害が生
じた場合には、背後地の松阪市、伊勢市、明和町にお
いて甚大な被害が発生する恐れがあります。
　このため、高潮等に対する安全度の早期向上を図る
ため、海岸堤防の老朽化対策、耐震対策を実施しま
す。

　事業期間

老朽化が著しい海岸堤防の老朽化対策の完成を１年短縮します

～伊勢湾
い せ わ ん

西南
せ い な ん

海岸
か い が ん

　海岸保全施設整備事業～

　事業主体

事業費：５．０億円　（補正予算）

浜田工区
L=1,826m

明　和　町
浜田1号樋門

浜田2号樋門

八木戸樋門

堤防補強・耐震対策　L=500m

凡例

H19まで

H20補正

H21以降

　堤防表護岸の状況
（浜田工区）
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

地域の魅力向上と生活を守る “ふるさと海岸 ”の推進

津
つ

松阪
ま つ さ か

港
こ う

海岸ふるさと海岸整備事業

　事業主体

事業費：１．５億円　（補正予算）

国

平成４年度～２３年度

　全体事業費

　津松阪港海岸の既設護岸は、伊勢湾台風を契機に築
造され、築後４０年以上が経過し、海岸保全施設の老
朽化や機能低下が著しくなっています。また、発生が
危惧される東海、東南海・南海地震によって地盤が液
状化を起こす可能性があるなど、耐震性の強化も必要
となっています。このため、補正予算により背後地域
の安全性を向上すべく護岸の耐震化を推進します。

　事業期間

　三雲
み く も

地区（鵲
かささぎ

工区）において、護岸改良を実施しま

す。

　補正予算を活用して、護岸の耐震化や改良を推進す
ることにより、津波や高潮などの自然災害に対する防
護機能を早期に発現することが出来ます。

三重県松阪市
まつざかし

　事業箇所

約２５９億円

津地区（贄崎）

香良洲地区

三雲地区（鵲） 松阪地区（猟師）

松阪地区（西黒部）

松阪地区（松ヶ崎）
三雲地区（天白）

護岸改良

関係位置図

三雲地区（鵲）
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

下田地方合同庁舎

建物概要：鉄筋コンクリート造　３階建て

　延べ床面積 １，３０９㎡

環境負荷低減化改修工事など

３．整備効果

グリーン改修のイメージ図

【営繕部】

新規

「京都議定書目標達成計画」（平成１７年４月閣議決
定）に基づき、新たに策定された「政府の実行計画」
（平成１９年３月閣議決定）の目標達成に向けた、既
存官庁施設における環境に与える影響を軽減するため
の改修（グリーン改修）を推進するため、下田地方合
同庁舎など５施設のグリーン改修に着手します。

　事業期間

環境負荷低減技術を活用し、環境に配慮した庁舎整備を進めます。

～下田
し も だ

地方
ち ほ う

合同
ご う ど う

庁舎
ち ょ う し ゃ

など５施設
し せ つ

　環境
かんきょ う

負荷
ふ か

低減
て い げ ん

化
か

改修
かいしゅう

事業～

　事業主体

事業費：３．４億円　（補正予算）

約３．４億円

国

平成２０年度～２１年度

　全体事業費

今回の補正予算を活用して、グリーン改修を実施する
ことにより、二酸化炭素排出量の削減が図られ、地球
温暖化の抑制に寄与することができます。

　静岡県下田市
し も だ し

西本
にしほん

郷
ごう

2-5-9

　事業箇所

グリーン庁舎イメージ図

自然エネルギーの利用

25%点灯 50%点灯 70%点灯

750lx

照明制御

昼光

・ 雨水利用

・ 排水再利用
など

水資源の有効活用

・昼間の明るさを利用して、照明エ
ネルギーの削減を図る。

・ 高性能ガラス

・ 複層ガラス

・ 外断熱

高断熱化

・ 変風量制御
・ 変流量制御 など

搬送動力の削減

・ 高効率照明器具

・ 高効率変圧器 など
・ 高効率熱源・ 落葉樹による日射のカット

・ 自然換気
・ 庇による日射のカット
・ 透水性舗装

750lx 750lx750lx

自然の活用等 主要機器の高効率化

など

・ 太陽光発電設備の採用

変 圧 器 の 損 失 比 較

10 0

7 4
6 1

0

2 0

4 0

6 0

8 0

10 0

12 0

従 来 型 （ J IS ）高 効 率 型 （ J EM )超 高 効 率 型

損
失

(発
生

熱
量

)

など

洗 面 ・手 洗

厨 房

湯 沸 室

便 所

浴 槽

グリーン庁舎イメージ図

自然エネルギーの利用

25%点灯 50%点灯 70%点灯

750lx

照明制御

昼光

・ 雨水利用

・ 排水再利用
など

水資源の有効活用

・昼間の明るさを利用して、照明エ
ネルギーの削減を図る。

・ 高性能ガラス

・ 複層ガラス

・ 外断熱

高断熱化

・ 変風量制御
・ 変流量制御 など

搬送動力の削減

・ 高効率照明器具

・ 高効率変圧器 など
・ 高効率熱源・ 落葉樹による日射のカット

・ 自然換気
・ 庇による日射のカット
・ 透水性舗装

750lx 750lx750lx

自然の活用等 主要機器の高効率化

など

・ 太陽光発電設備の採用

変 圧 器 の 損 失 比 較

10 0

7 4
6 1

0

2 0

4 0

6 0

8 0

10 0

12 0

従 来 型 （ J IS ）高 効 率 型 （ J EM )超 高 効 率 型

損
失

(発
生

熱
量

)

など

洗 面 ・手 洗

厨 房

湯 沸 室

便 所

浴 槽
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１．事業概要

２．平成２０年度２次補正予算事業内容

一宮法務総合庁舎

建物概要：鉄筋コンクリート造　３階建て

　延べ床面積 ２，５５６㎡
耐震改修工事など

３．整備効果

耐震改修のイメージ

【営繕部】

新規

外部鉄骨補強

（改修前） （改修後）

今回の補正予算を活用して、耐震改修を実施すること
により、耐震安全性が向上し、利用者の人命確保が図
られるとともに、大規模地震発生時に総合的な防災機
能を十分に発揮でき、国民の安全・安心な生活の確保
に資することができます。

　愛知県一宮市
いちのみやし

公園通
こうえんどお

り4-17-3

既存官庁施設の総合的な防災機能を確保するため、一
宮法務総合庁舎など２施設の耐震改修整備を推進しま
す。

　事業期間

　事業箇所

約３．８億円

国

平成２０年度～２１年度

　全体事業費

安心・安全な官庁施設整備を進めます。

～一宮
いちのみや

法務
ほ う む

総合
そ う ご う

庁舎
ち ょ う し ゃ

など２施設
し せ つ

　耐震
た い し ん

改修
かいしゅう

事業～

　事業主体

事業費：３．８億円　（補正予算）
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５．平成２０年度２次補正予算 県別代表事業箇所一覧表
ⅰ．県別代表事業箇所一覧表 （国等が実施する事業）

岐 阜 県 静 岡 県 愛 知 県 三 重 県 長 野 県

都市 ●国営木曽三川公園【国 補正 0.9 億円】
こくえい き そ さんせんこうえん

住宅

関係

治水 ●長良川河道掘削【国 ｾﾞﾛ国 2.22 億円】 ●天 竜 川堤防整備【国 補正 2.25 億円】 ●矢作川高潮堤防整備【国 補正 2.25 億円】 ●木曽川下流肱江川堤防整備 ●天 竜 川護岸工事【国 ｾﾞﾛ国 8 億円】
ながらがわ てんりゆうがわ やはぎがわ ひじえがわ てんりゆうがわ

関係 ●揖斐川堤防整備【国 ｾﾞﾛ国 3 億円】 ●菊川高潮堤防整備【国 補正 3.75 億円】完了 ●庄 内 川堤防整備【国 補正 0.95 億円】 【国 補正 2.3 億円】 ●天 竜 川堤防整備【国 ｾﾞﾛ国 1.22 億円】
い び が わ きくかわ しようないがわ てんりゆうがわ

●横山ダム再開発【国 ｾﾞﾛ国 1.5 億円】 ●安倍川堤防整備【国 ｾﾞﾛ国 2 億円】 ●庄 内 川河道掘削【国 ｾﾞﾛ国 5.5 億円】 ●宮川高潮堤防整備【国 補正 2 億円】 ●寺沢第１砂防堰堤【国 ｾﾞﾛ国 1.1 億円】
よこやま あ べ か わ しようないがわ みやかわ てらさわ

●本谷堰堤工群【国 ｾﾞﾛ国 1.5 億円】 ●大井川堤防整備【国 ｾﾞﾛ国 0.65 億円】 ●木曽川堤防整備【国 ｾﾞﾛ国 2.8 億円】
ほんたに おおいがわ き そ が わ

●大谷山腹工【国 ｾﾞﾛ国 2.01 億円】 ●新豊根ダム堰堤維持【国 ｾﾞﾛ国 0.12 億円】
お お や しんとよね

●大久保遊砂地工【国 ｾﾞﾛ国 2.0 億円】
お お く ぼ

●長島ダム堰堤維持【国 ｾﾞﾛ国 0.136 億円】
ながしま

道路 ●東海環 状自動車道 ●三遠南信自動車道 ●三遠南信自動車道 ●近畿自動車道紀勢線 ●三遠南信自動車道
とうかいかんじよう さんえんなんしん さんえんなんしん き ん き じ ど う し や ど う き せ い せ ん さんえんなんしん

関係 【国 ｾﾞﾛ国 1.0 億円】 474 号三遠道路【国 補正 1.0 億円】 474 号三遠道路【国 補正 9.0 億円】 尾鷲北 IC(仮称）～紀伊長島 IC(仮称） 474 号飯喬道路
お わ せ きた き い な が し ま

● 41 号高山国府バイパス ●静岡東西道路 ● 302 号名古屋環 状Ⅱ号線 【国 補正 11.5 億円／ｾﾞﾛ国 15.0 億円】 【国 補正 6.5 億円】
しずおかとうざい な ご や かんじよう

【国 ｾﾞﾛ国 3.0 億円】 1 号静清バイパス 【国 補正 3.5 億円／ｾﾞﾛ国 13.0 億円】 ● 42 号熊野尾鷲道路
せいしん く ま の お わ せ

●上呂歩道整備 【国 補正 0.65 億円／ｾﾞﾛ国 3.0 億円】 ● 23 号名豊道路 【国 補正 4.0 億円／ｾﾞﾛ国 5.0 億円】
じよう ろ めいほう

【国 ｾﾞﾛ国 1.0 億円】完了 【国 補正 20.43 億円】 ● 23 号中 勢道路
ちゆうせい

● 41 号飛泉橋橋梁補修 【国 ｾﾞﾛ国 3.0 億円】
ひ せ ん ばし

【国 ｾﾞﾛ国 1.8 億円】

港湾 ●清水港[新興津]国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ(水深 15m) ●名古屋港[ 東 航路]航路(水深 16 ｍ) ●四日市港[霞ヶ浦北ふ頭]
しん お き つ ひがしこ う ろ かすみがうら

関係 【国 補正 1.1 億円】 【国 補正 7.5 億円】 岸壁(水深 14m)【国 補正 0.5 億円】

●清水港[新興津]防波堤【国 ｾﾞﾛ国 1.2 億円】 ●伊勢湾海洋環境整備事業 ●四日市港[霞ヶ浦北ふ頭]臨港道路
しん お き つ かすみがうら

●田子の浦港[中 央]多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ 【国 補正 3.9 億円】 (霞４号幹線)【国 補正 1.1 億円】
ちゆうおう

(水深 12m)【国 補正 2.3 億円】 ●四日市港[外港]防波堤(霞)
がいこう

●下田港[下田]防波堤【国 補正 0.9 億円】 【国 補正 0.6 億円】
し も だ

海岸 ●伊勢湾西南海岸海岸保全施設整備事業
いせわんせいなんかいがん

関係 【国 補正 5 億円】

●津松阪港海岸 ふるさと海岸整備事業
つまつざかこう

【国 補正 1.5 億円】

営繕 ●下田地方合同庁舎環境負荷低減化改修 ●一宮法務総合庁舎耐震改修 ●伊勢税務署環境負荷低減化改修

関係 【国 補正】新規 【国 補正】 新規 【国 補正】新規

●清水港湾合同庁舎環境負荷低減化改修 ●名古屋港湾合同庁舎本館耐震改修

【国 補正】新規 【国 補正】

●焼津港湾合同庁舎環境負荷低減化改修 ●豊橋港湾合同庁舎環境負荷低減化改修

【国 補正】新規 【国 補正】新規

※「ｾﾞﾛ国債」とは、国庫債務負担行為で本年度の歳出額がゼロのものをいう。
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ⅱ．県別代表事業箇所一覧表 （地方公共団体等が実施する事業）

岐 阜 県 静 岡 県 愛 知 県 三 重 県

都市 ●住宅・建築物耐震改修等事業 【補正 3.2 億円】 ●野中棒杭線【静岡県 ｾﾞﾛ国 2.5 億円】 ●犬山大橋線【愛知県 ｾﾞﾛ国 0.7 億円】 ●白江土地区画整理事業【鈴鹿市 補正 0.5 億円】
のなかぼうぐいせん いぬやまおおはしせん し ろ え

住宅 ●遠 州鉄道鉄道線【浜松市 ｾﾞﾛ国 2.0 億円】 ●田原駅 南 線【田原市 補正 1.0 億円】 ●南部丘 陵公園【四日市市 補正 0.3 億円】新規
えんしゆうてつどうてつどうせん た は ら えきみなみせん な ん ぶきゆうりようこうえん

関係 ●東小川土地区画整理事業【焼津市 補正 0.7 億円】 ●小牧 南 土地区画整理事業【小牧市 補正 0.4 億円】 ●住宅・建築物耐震改修等事業 【補正 5.0 億円】
ひがしこがわ こ ま きみなみ

●裾野駅西土地区画整理事業【裾野市 補正 0.7 億円】 ●安 城 南 明治第一土地区画整理事業【安城市 補正 0.6 億円】
す そ の えきにし あんじょうみなみめ い じだいいち

●２２世紀の丘公園【掛川市 補正 0.54 億円】 ●文津土地区画整理事業【小牧市 ｾﾞﾛ国 0.1 億円】
せ い き おかこうえん ふ み つ

●住宅・建築物耐震改修等事業 【補正 4.6 億円】 ●安 城北東地区【安城市 補正 0.9 億円】まち交
あんじょうほくとう

●名古屋市公共下水道【名古屋市 補正 2.0 億円】

●住宅・建築物耐震改修等事業 【補正 9.7 億円】

治水 ●長良川床上浸水対策特別緊急事業 ●新中川広域基幹河川改修事業 ●占部川都市基盤河川改修事業【岡崎市 補正 5.7 億円】 ●相川広域基幹河川改修事業【三重県 補正 0.8 億円】
ながらがわ しんなかがわ うらべがわ あいかわ

関係 【岐阜県 ｾﾞﾛ国 1.0 億円】 【静岡県 ｾﾞﾛ国 0.6 億円】 ●日光川都市基幹河川改修事業【愛知県 ｾﾞﾛ国 1.0 億円】 ●宇賀川支川通常砂防事業【三重県 補正 0.4 億円】
につこうがわ う が か わ し せ ん

●曽部地川床上浸水対策特別緊急事業 ●戸沢川床上浸水対策特別緊急事業 ●外城田川総合流域防災事業【三重県 補正 0.3 億円】
そ べ じ が わ とさわがわ と き だ が わ

【岐阜県 ｾﾞﾛ国 0.5 億円】 【静岡県 ｾﾞﾛ国 1.1 億円】

●大洞谷通常砂防事業【岐阜県 ｾﾞﾛ国 0.3 億円】 ●立川通常砂防事業【静岡県 ｾﾞﾛ国 0.5 億円】
おおぼらたに たてかわ

●中島地区急傾斜地崩壊対策事業 ●伊豆山坂 東地区急傾斜地崩壊対策事業
なかしま い ず さ ん さかひがし

【岐阜県 ｾﾞﾛ国 0.285 億円】 【静岡県 ｾﾞﾛ国 0.475 億円】

道路 ●国道 360 号 種蔵・打保バイパス ●国道 473 号 相良バイパス ●国道 151 号 新城バイパス ●国道 422 号 三田坂バイパス
たねくら う つ ぼ さ が ら しんしろ み た ざか

関係 【県 ｾﾞﾛ国 1.0 億円】 【県 ｾﾞﾛ国 13.0 億円】 【県 ｾﾞﾛ国 0.4 億円】 【県 補正 0.8 億円】

●(主）岐阜関ヶ原線 ●国道 152 号 浜北～天 竜バイパス ●(主)伊勢松阪線
ぎ ふ せ き が は ら はまきた てんりゆう い せ まつさか

【県 ｾﾞﾛ国 3.8 億円】 【浜松市 ｾﾞﾛ国 1.8 億円】 【県 補正 2.0 億円】

●熊野市小阪土場地区視距改良
く ま の し こ さ か ど ば

【県 補正 0.7 億円】

港湾 ●清水港[日の出]岸壁(水深 7.5m)(改良) ●三河港[蒲 郡]多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ(水深 11m) ●鳥羽港[佐田浜]旅客対応ﾀｰﾐﾅﾙ
ひ の で がまごおり さ だ はま

関係 【県 ｾﾞﾛ国 0.4 億円】 【県 補正 0.8 億円】 【県 補正 5.0 億円】完了

●田子の浦港[中 央]道路(改良)【県 ｾﾞﾛ国 0.6 億円】 ●衣浦港[亀崎ふ頭]泊地(水深 11m)【県 ｾﾞﾛ国 1.5 億円】
ちゆうおう かめざき

●田子の浦港[港口]緑地【県 補正 1.0 億円】 ●衣浦港[武豊北ふ頭]岸壁(水深 10m)(改良)(耐震)
こうぐち たけとよ

●伊東港[静海]旅客船ﾀｰﾐﾅﾙ(水深 5.0m) 【県 ｾﾞﾛ国 2.0 億円】
し ず み

【県 補正 0.5 億円】完了 ●衣浦港[中 央ふ頭西]道路(改良)【県 ｾﾞﾛ国 2.0 億円】
ちゆうおう

●伊良湖港[伊良湖]観光交流拠点促進計画
い ら ご

【田原市 補正 0.1 億円】(みなと振興交付金)新規

海岸 ●清水港海岸[塚間]高潮対策事業【県 補正 0.3 億】 ●的矢港海岸[的矢]高潮対策事業【県 補正 1.0 億】
しみずこう まとやこう

関係 ●四日市港海岸[富田]高潮対策事業
よつかいちこう

【四日市港管理組合 補正 1.7 億】

※「ｾﾞﾛ国債」とは、国庫債務負担行為で本年度の歳出額がゼロのものをいう。
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